
【事業名】NRI-CTSのデータ流通システム対応改修と実証試験

事業者名：株式会社野村総合研究所

実施期間：令和５年８月～令和６年２月

１．事業の背景・目的

２．補助事業の概要

令和5年度無人自動運転等のCASE対応に向けた実証・支援事業
（健全な製品エコシステム構築・ルール形成促進事業）

『サプライチェーン上のデータ連携の仕組みに関するガイドラインα版』（以下『ガイ
ドライン』）に基づいた「データ流通システム」および「蓄電池のトレーサビリティ管
理システム」が実証可能な状態となった時点で、それらと連携してアプリケーション間
でCFP情報を流通できることを実証する。
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データ流通システムAPIやトレーサビリティ管理システムAPIに従って、NRI-CTSプロ
トタイプを改修した。
2024年1月から2月にかけて実施されたテストに参加し、データ流通システムAPIやト
レーサビリティ管理システムAPIでデータ交換できることを確認した。




